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　国立国会図書館オンライン（NDL オンライン）は
国立国会図書館蔵書検索・申込システム（NDL-OPAC）
に代わる国立国会図書館（NDL）のサービスへの申込
窓口として、2018 年 1 月 5 日に稼働を開始した。こ
れによって NDL のサービスや申込方法がどのように
変わったかや、NDL オンラインの使い方については、
小林や阿部による解説がある（1）（2）（3）。サービス面での
解説はそちらに譲ることとし、本稿では、主にシス
テム的な観点からみた NDL オンラインのユーザイン
ターフェースデザインやシステムの特徴について概説
する。

ユーザインターフェースデザイン
　NDL オンラインは、そのデザインや機能の検討に
おいて従来の開発時よりも、図書館員ではなく、一般
の利用者による利用を意識して開発している。そのた
め、全体としてはシンプルなデザインにするとともに、
特に既にオンラインショップの利用等に慣れた多くの
利用者にとっては、特に説明がなくとも利用可能なシ
ステムとなることを意図している。画面は全体として
配色をおさえたシンプルなデザインとなっている。こ
のデザインは専門のウェブデザイナーが、ヒューリス
ティック評価（4）、過去の利用者アンケートの回答の分
析等を行って、NDL-OPAC の持っていた問題点を改
善できるよう考えられたものである。例えば利用者が
申し込むために押す必要があるボタンは、一つのエリ
アにまとめる、資料に対してどのような申込が可能か
を予め表示して、ボタンのデザインで申込可否が判
別できるようにし、申込ができない場合はその理由を
表示する等の点でデザインによる改善を図っている。
NDL オンライン全体のデザインコンセプトについて
は、小林（5）も参照いただきたい。ログインした後の画
面上部には入館状態の表示に加え、現在の申込済み件
数や申込カート、申込状況の確認画面へのリンクのあ
る申込ステータスバー（図 1）を設置し、現在の申込
状況が常に確認しやすいようになっている。

図 1　申込ステータスバー

　またスマートフォンからの利用に対応するため、レス
ポンシブウェブデザインを採用している。後述するよう
にCSSフレームワークには、AngularJS Material（6）を利
用し、マテリアルデザイン（7）の考え方を取り入れている。
スマートフォン版の画面でも、ほとんどの機能が PC 版
の画面と同様に利用できる。機械的なアクセスを除い
た 2018 年 7 月のアクセス数を見ると、インターネット
からのアクセスの内、約 23% がスマートフォンからの
アクセスであり、スマートフォンからの利用も進んで
いることが見受けられる（8）。
　NDL オンラインのロゴに用いているアイコンも同じ
デザイナーによって提案されたものであり、東京本館
の外観と本をめくる様子をモチーフにデザインされて
いる（図 2）。

書誌データの収集と検索結果一覧での表示
　NDL オンラインで提供している書誌データは、
NDL が収集した資料を整理する（申込や利用者情報
を管理するシステムとはまた別の）内部の業務システ
ムから出力される書誌データと、国立国会図書館デジ
タルコレクション（NDL デジタルコレクション）か
ら収集したデータを用いている。これらは国立国会図
書館サーチがそれぞれのシステムから収集したものを
コピーして利用している。収集後の処理は国立国会図
書館サーチとは別になるため、検索項目や検索時の挙
動・表示などは国立国会図書館サーチとは異なってい
る。またリサーチ・ナビで提供している目次データベー
スに収録されている目次データもあわせて検索できる
ようにしている。これに加えて NDL で導入している
リンクリゾルバを活用して、NDL が契約している電
子ジャーナルやオープンアクセスジャーナル等の書誌
データも提供している。これによって契約ジャーナル
等が NDL オンラインでの検索でヒットした場合には
リンクリゾルバを経由して利用することが可能となっ
ている。このように従来の図書館資料（主として紙媒
体）とデジタル化された資料を統合して提供している
点も特徴の一つである。

図2　NDLオンラインのロゴとそのモチーフ
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　NDL の所蔵資料をデジタル化して NDL デジタルコ
レクションで提供しているものについては、業務シス
テムとデジタルコレクションの双方にメタデータが存
在する。NDL オンラインでは双方からデータを収集
したうえで、それらを ID を用いて突合し、1 対 1 で
同じものと同定できた場合には、1 件のデータに統合
して見せている（書誌同定）（図 3）。その場合、表示
するアイコンも二つのアイコンを重ねたイメージとし
ている（図 4）。

図3　同定された書誌情報の表示例

図4　冊子体のアイコン（左）とデジタル資料と
同定された場合のアイコン（右）

　また電子ジャーナル書誌と冊子体のジャーナルの書
誌を ISSN を用いて同定したり、雑誌記事索引とデジ
タルコレクション収録の目次情報との同定を行ってい
る。これらについては、1 件にまとめるのではなく、
インデントをつけてまとまりのあるグループであるこ
とがわかるように表示している（図 5）。（インデント
をつけた表示は適合度順の場合のみとなっている。）
　こうした機能は、単に紙資料とデジタル資料を統合
して検索・提供するだけでなく、できるだけわかりや
すく短い手順でデジタル化された資料にナビゲートす
るために考えられたものである。
　NDL が作成した書誌データと NDL デジタルコレ
クションから収集するデータは週末を除いた日次での
更新となっている。目次データや契約電子ジャーナル
等の書誌データは必要に応じて更新が可能となってお
り、現在は年 3・4 回程度の頻度で更新を行っている。
契約電子ジャーナル等のデータは更新の都度、全件を
最新の情報に入れ替えるという運用となっている。

図5　インデントによるグループ表示例

書誌詳細画面のデザイン
　検索結果一覧から書誌詳細画面（図6）に遷移すると、
画面上部に書誌データ、画面下部に当該の資料に関す
る所蔵一覧（アイテム情報）を表示している。書誌デー
タは開閉式になっており、主要な項目のみをデフォル
トで表示するようになっている。これはデザイン検討
の結果であり、資料を特定し申し込むという用途にお
いては、詳細な書誌データまで必要になる場合は少なく、
所蔵一覧を確認しやすくする方が利用者の利便性に資
するという考えによる。

図6　書誌詳細画面

　各種の申込は、所蔵一覧に表示される各アイテム情
報を指定したうえで、提示されている申込メニューを
選択して申込カートに一時保存して、申し込むことに
なる。NDL-OPAC が 1 件ずつしか申込を行うことが
出来なかったのに対し、NDL オンラインでは申込カー
トを使うことで、申込カートにアイテム情報を保存し、
申込メニューごとにまとめて申し込むことを可能とし
ている（図 7）。このため、検索から申込の完了までを
都度繰り返すのではなく、検索の結果申し込みたいも
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のを申込カートに保存しておき、最後に申込カートか
ら、申込件数の上限を超えない範囲でまとめて申込を
行うことで、申込に関する操作の省力化を図ることが
できる。また申込カートへの保存まではいつでも可能
であるため、来館前に検索・カートに保存して準備を
行っておくことで、来館してから（閲覧等の）申込を
迅速に行うことができるし、申込を完了させるまでの
時間のない時でも申込カートへの保存を使うことで作
業を容易に再開することが可能である。

システムアーキテクチャ
　NDL オンラインは JavaScript を用いて構築され
た SPA（Single Page Application）で あ る（9）。SPA は
従来のウェブページと異なり画面全体が遷移するの
ではなく、一枚の HTML 上で画面の一部を書き換え
ることで画面を更新している。これによってパフォー
マンスの向上やユーザエクスペリエンスの改善、開
発コストの低減などを図っている。そのため画面描
画や動作にはクライアント側の処理能力、特にブラウ
ザの JavaScript エンジンの処理能力が大きく影響し
て お り、Internet Explorer よりも Firefox や Google 
Chrome を使う方が処理速度の観点からは適している。
JavaScriptの開発フレームワークとしてはAngularJS（10）

を採用している。CSS フレームワークもそれに合わせ
AngularJS Material（11）を用いている。また最近の動向
を踏まえ、常時 SSL 化を実現している。
　書誌詳細画面（図 6）で表示されるデータの内、書
誌データは前述した通り、内部の業務システムで作成
した書誌データを NDL オンラインに取り込み、検索・
表示に用いているが、アイテム情報は NDL オンライ
ンでは保持していない。アイテム情報や利用者の情報
は、申込を処理する別の業務システムが保持しており、
NDL オンラインは都度その業務システムの API に対
しリクエストを投げることで、当該の資料に対して可
能な申込メニュー、資料の状態や資料が利用中である
かどうか、ログインしている利用者の種別、入館状態
などの情報を取得し、それぞれの状態に応じて申込メ

ニューの表示やボタンの押下可否を制御している。例
えば、閲覧申込は NDL 館内で資料を出納し閲覧する
ための申込であるため、申込カートに保存しておくこ
とは可能だが、入館した状態にならなければ申込はで
きない。NDL オンラインの画面上では、入館してい
ない状態では（申込カート上の）閲覧申込ボタンは表
示されているが押下できない（グレーアウトされてい
る）状態になっており、それを見るだけで、館外から
は閲覧申込は行えないことが直感的に理解できるよう
になっている。入館してから申込カートにアクセスす
ると、ボタンは押下可能となっており、申込手続きを
進めることができる。申込が出来ない状態でもボタン
を表示し、押下できない状態にする仕様となっている
のは、その利用者・資料にとって利用できるメニュー
に何があるのかを予め提示することで、条件が揃えば
利用可能となるサービスにどんなものがあるのかの全
体像を、利用者に示すことを意図したデザイン上の工
夫である。
　また、利用者のパスワードや認証、利用者情報の変
更等も同様に内部の業務システムで管理されており（12）、
API を介して実現している。新規のインターネット限
定利用者登録の登録時や、パスワードの変更時には確
認のためのメールが送信されるが、このメール送信も
NDL オンラインではなく、内部の業務システムが担っ
ている。一方で、利用者が認証済みかどうかの情報に
ついては、NDL オンラインだけではなく、国立国会
図書館サーチ、NDL 内の利用者用端末の 3 者の間で
共有されるようになっている。このため、来館した利
用者が、利用者用端末に利用者カードを置いて端末に
ログインを行い、その端末のブラウザで NDL オンラ
インにアクセスすると、NDL オンラインでもログイ
ンした状態となる。
　従来の NDL-OPAC が、統合図書館パッケージシス
テム（13）の一部として、全てを統合した一つのシステム
の一機能であったのに対し、NDL オンラインは資料
の検索と表示、申込カートまでを管理するシステムと
なっている。別のシステムと API で連携することで、
認証や申込、アイテム、利用者情報の変更等の機能を
含めた全体のサービスを提供しているのが、特徴の一
つである。図 8 は NDL オンラインとその他のシステ
ムとの関係を概略として示したものである。

検索機能
　検索はオープンソースの検索エンジンである
Apache Solr（14）を SolrCloud と呼ばれるクラスタリン
グ構成で構築して行っている。一部の項目を除いて、
形態素解析を用いたインデクスと n-gram（bi-gram）
を用いたインデクスの両方を用意して使っている。ま

図7　申込カート画面
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た完全一致検索に使うためのインデクスも別に持って
いる。詳細検索画面をみるとわかるように、資料群で
共通の検索項目の他、各資料群に独自の検索項目（例
えば「地図」における「縮尺」、「博士論文」における

「授与大学」等）がある。こうした多岐にわたる検索項
目に対応した多数のインデクスを持っている。その
ため、例えば簡易検索のように多数の検索項目を対
象とする場合、単純に検索式を構築すると、多数の
インデクスに対して OR 検索を行う必要があるため、
パフォーマンスの低下が懸念される。そこで、項目ご
とのインデクスを集約したインデクスを作成し、それ
を検索に用いることでパフォーマンスの向上を図って
いる。
　例えば、タイトルという検索項目には本タイトルの
他、タイトルよみ、部編名、部編名よみ、シリーズ
タイトル、シリーズタイトルよみ、内容細目、内容
細目よみ等の多くのデータ項目が検索対象に含まれ
ている。これらのそれぞれに形態素解析のインデク
ス、n-gram インデクス、また一部では完全一致用の
インデクスも作成している。これを形態素解析のイン
デクス、n-gram インデクス、完全一致用インデクス
の 3 つに集約したインデクスを作り、タイトルの検索
ではこの 3 つのインデクスだけを見に行くことで、多
数のデータ項目に対する OR 検索を行うことによるパ
フォーマンスの劣化を防いでいる。
　いずれにしても、かなり多くの検索項目を簡易検索
で検索可能となるように設定しており、多くの場合は
詳細検索の項目を意識することなく、簡易検索のキー
ワード欄で検索し、必要に応じてファセットで絞り込
んでいく使い方が可能である。

おわりに
　NDL オンラインは、資料の検索からサービスの申
込までのインターフェースを担う、NDL にとっては
最も重要なシステムである。今後も NDL のオンライ
ン上の「顔」として活用が進むことを期待したい。
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